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中瀬　俊枝 ・安保智枝子 ・小玉 　久江 ・金井ひ ろ み ・ 小 島　　聡 ・関口　定美

北海道赤 卜字血液 セ ン ター

E 任ect 　 of 　 Apheresis　 Donations 　 on 　 Donors − lnvestigation　of 　Adverse　Reactions　 and

Laboratory　Data　of 　Repeat 　Donors一
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SummarU 　EIeven　years 　have　passed 　since 　the　adoption 　of 　apheresis 　d〔〕nati （m 　in　Japan．　The　main

target　of　apheresis 　has　bec 〔｝me 　platclets，　and 　the　tirlユe　needed 　f〔）r　the　donation　has　iIlcreased．　 The
number 　of 　repeat 　donors　has　illcreased　as　well ，　lead［ng 　us 　t〔｝ examine 　the　effect 　Qf 　apheresls 　on

donors．　 The 　incidence　of 　 adverse 　reactions 　was 　exalnined 　in　apheresis 　donors．　 B めchemical 　and

hematological　test　data　were 　compared 　between 　repeat 　donors　and 　recently 　non −bled，　matched （age

aIld 　sex 丿 donors．

　The 　illcidence　of　vaso −vagal 　reactions 、、
・as 　O．69％ （male 　O20 ％，　female　l．57％ ）．　 The 　incidence

was 　high　jn　first・tjme　donors，　young 　d〔mors 　and 　donors　 with 　lo“ ，　b〔〕dy　weight ，　Citrate　reaction 　was

onIy 　seen 　ill　plateletpheresis ，　and 　the　incidence　was 　Oユ7％　（male 　O．06％，　felnale〔｝．40％ ）．
　Significant　differences　between　repeat 　donors　 and 　 recently 　 non ・bled　don（，rs　 were 　 observed 　in
serum 　ferritin，　Ilb，　Ht，　MCV ，　leukocyte　count 　and 　lymphocyte 　cc）UIIt　in　males ，　and 　ser 山 n 　ferritln，
Ilb，　Ilt　and 　alburrlin 　ill　ferllales．　 The 　cause 　of 　the　decrease　of　those　figures　in　repeat 　donors　is　blood
used 　for　laboratory　tests　or 　blood　lost　ill　devices　rather 　than　the　blood　drawn　into　the　product　itself．
The　inlprovement　of　devices　and 　follow−up 　of 　repeat 　donors　is　necessary ．

Keg　words ： apheresis ，　 adverse 　 reaction
，
　 repeat 　donor，　ser しlrll　 ferr玉tin

要　旨　成分献血 が 導入 され て 11 年が経過 し，採取 さ れ る対象 は血漿 か ら血小 板 に移行 し て採取時間

も延 長 す る傾向に あ り， 長期頻 回献血 者 も増加 して い る．そ こ で 献血者 に与 え る影 響 と し て採血 時の

副作 用 発生 と， 頻回成分献血 者 の 検査成績 に つ い て 検討 した．成分献血 で の 血管迷走神経反 応 の 発生

率 は （1．69％ で ， 初回，低年齢，低体重の 者 に 高率で あ っ た．ク エ ン 酸 反 応 は血 小板献血 者に の み み ら

れ，そ の 発 生 率 は 0．17％ （男 0、｛｝6％，女 （L40 ％）で あ っ た．頻 回 成 分 献 血 群 （平 均献 血 回数 ：男

84．9 回，女 49．4 回） は コ ン トロ
ー

ル 群 〔献 血 未 経 験 者 か ， あ るい は少 な く と も 2 年 7 カ 月間未実施者

で，性，年齢 が 頻 回群 の
・
人
一

人 と 同 等 の 者 ） と比 較 し て ， 男 性 で は血 清 フ ェ リチ ン 値，ヘ モ グ ロ ビ

ン 量，ヘ マ ト ク リ ッ ト値，MCV
， 自 血 球 数 ， リン パ 球数 に ， 女性 で は血 清 フ ェ リチ ン 値，ヘ モ グ ロ ビ

ン 量，ヘ マ トク リ ッ ト値 ， ア ル ブ ミ ン に 有意 な 低下 を認 め た．低
．
ドを 示 した の は 主 と して 血球成分 に

関係 す る項 日 で あ り， そ の 原 因 は献血 の た び 毎 に 採血 さ れ る 検査用血液 と献血終 了 後tWlflt装置内 に残

留 す る 血球 成分 に よ る影 響 が 大 きい と考え られ た．装置の 改良 と頻回献血者 の 今後 の 追跡調 査が 必 要

で あ る．

L は じ め に

わ が 国 の成分献血 は 1986年に 400ml 献血 と と もに

1997年 8 月 18 ［受 付，1998年 3 月 9 目受理．
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導入 され ，当初よ り 11年間 で 延 べ 83｛〕万 件 を越 え て

い る が ， 幸 い な こ と に 今ま で 重篤な副作用や死亡例 は

報告 され て い ない ．しか し採血 に 伴う
一
過性の 副作用

は 発生 して お り
， ま た成分献血 が 長期間頻回 に 及 ん で

い る献血者も増加 して い るの で そ の 影響 を検討 す る必
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要が あ る，今回 は 成分Utlfl［の 献 rl皿者 に 及 ぼ す影響 と し

て，採 ［觚1芋に 起 こ る主 な副作川 で あ る ぽ区管迷走神経反

応 と ク エ ン 酸 反応 に つ い て，ま た頻 回 の 成分献血 者に

お け る 生化学 お よ び rf［L液学 的検査成績 に つ い て コ ン ト

ロ ール と比較検討 した の で 報告す る．

2．方 法

　 採 lfi［時 の 副 作 川 に つ い て の 検討対 象は，1996年

1 月 か ら 1997 年 12 月 の 2 年 間 に 北海道赤十 字 血 液

セ ン タ t一
で 実 施 し た成 分 献血 者延 べ 57，225例 （男

36 ，817 例，女 20，408 例） で あ る． こ の 対 象群 に お

け るlil［管迷走神経反応1お よ び ク エ ン 酸反応 の 発生 と ，

献血 1口 1数 ，性，年齢，体 市 等 と の 関連 に つ い て 検討 し

た．

　頻 囲 成分献lfLLの 献tilエ者に 及 ぼ す影響 に っ い て の 検討

対 象 は，日赤 の 「
．
献血 者の 安全確保 に 関す る 特定研究

班」 に お い て 北海道 赤
．
卜字血 液セ ン ターが 19．　94 年 9

月 か ら 1年 7 カ H 問継続 して検討 して きた頻回成分献

［航者で ， こ れ を頻 回群 と し，
コ ン トロ ール 群 と して は

こ の 研究1用始時ま で に 軌 侃の 経験 が な い か 寡少 で ， 過

去 1年聞献血 を し て い な い 者 か ら，性 と年齢が頻回群

の
一

人
一

人 と同等 の ペ ア を選択 し た．コ ン トロ ール 群

に は検討期問中の 献「虹を禁 じ ， 6 ヵ 月毎 に 検体 の み 採

取 し て 頻 ［冂1群 と同 じ検査 を 実施 し た．

　検討検査項 目 は，通
’
常 の 成分献血時に行 う生化学検

査 の う ら総蛋 1
’
1，ア ル ブ ミ ン，コ レ ス テ ロ ール と ， 血

液検査 （赤lfll球数，ヘ モ グ ロ ビ ン 量 ，
ヘ マ トク リ ッ ト

1直， MCV ，　 MCII ，　 MCIIC ，白 l！iL球数 ，
リ ン パ 球数 ，

お よ び itrL小 板数）， そ れ に IgG，　 IgA，　 IgM ，血 清 フ

エ リ チ ン 値 と し た．生 化 学検 査 は オ リ ン パ ス 社 の

ACA −5LOO，　 i∩［液検 査 は コ ール タ ー社 の STKS を使

用 した．免疫 グ ロ ブ リ ン は ラ テ ッ ク ス 凝 集免疫法，ML

清 フ ェ リ チ ン 値 は RIA 法 に て 行 っ た．今回 は，頻lrII

群 ，
コ ン トロ ール 群 と も 1 年 7 カ 月 の 検討期間中に お

け る各個人 の最終検査時 の 値 を川 い て，舅 女別 に そ の

差 が 有意で あ る か 否 か を 検討 し た．

　統 計 学 的 分 析 は，統 計 解析 プ ロ グ ラ ム （Stat

View ） を川 い
，
　 F 検定を行 っ て そ れ ぞ れ対 応 す る 検

定方法 に よ り 1）値 を求 め た．

3． 結 果

　3．1 採血時の 副作用 につ い て

　3．L1 血管迷走神経反応 （Vaso −Vagal 　Reaction，

　　　　 VVR ）

　成 分献血 に お け る VVR 発 生 率 は 0，69％ で ，同期

間 に お け る 400ml ， 2〔｝Oml 献血 に比 し て 低 く，血漿，

血小板献 血 で は，そ れ ぞ れ 〔｝．59％ お よ び 〔1．73％で ，

血小板献血 に やや高率 で あ っ た が ， 有意差 は な か っ た

（カ イ 自乗検 定）．性 別 で は 男性 0 ，20％ に対 し 女性は

1．57％ と 女性 に か な り高率 で あ っ た （表 1）．［1赤 業

表 1 献血 方法 別 VVR 発生 率（1995〜1996年）

2001nl献血 　　　　　　　0．90％
4D｛hlll献血 　　　　1．29％

厩分献血　　　　oJ6g ％

　 　 　 　 　 　 　 　 男

血 漿献 rll工　　　 Q．1・1％
rf［1小 板献血 　　　 〔［．22％

　 毒十　　　　　　　　　〇．2｛）％

　 〔1．2061133，788）

　 〔2．397！186，254＞

　 1395！誦 25「
．

　 女　 　 　　 　 ，11i

l．1996　　　　　　｛）．5f）％
］．76（拓　　　　　　　O．7396

［．57％　　　　　　‘）．69実；

％
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（％ ）
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血 小板 献血
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図 1　献血 回数 別 VVR 発生 率
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凵本 ア ブ ．［ レ シ ス学会雑 誌 　17巻 2 ；］
一

〔1998） 145

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Apheresis

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Soolety 　for 　Apheresls

（％ ）

2

1

0

（％ ）

4

3

2

1

0

212

　 　 　 年 齢別
驪 女性 　　　　　 圈 男性

騰
170

覊．養　，
遷　
遭
i，

： 槻 ・ 「匝
鑼 1
鸞 ざ
　苗尉　　　P
　 　 …

覊

38

・　 鐸・
ii堀匸匸’
譲

、 攤
　　i：，げ02 ア

麟嚢
　 　 靈

16 〜19

324

曹1

274

o

20−29

團 女性

161

・・057

61

妃

…
ー

黷

騰
ー

1

轟
聾 
舞

藜h
堯
簍

30 〜39

体重 別

1、39

O，35

一

148

脚 i 、
瀬 　　　　　　　　 115

謙
li華…

匝

鰄
驪

麟 OO9

40 〜49

圃 男 性

090

50 〜
（年齢｝

　 　 072
　 　 　 　 　 　 e．47
°・23

峯、・19 　 ・ 12

〜45 　　　 45 〜49 　　 50 〜54 　　 55 〜59 　　 60 〜64　　 65〜69 　　　70−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （kg）★1　 男性 の献血基凖外の ため該 当ドt一な し

2

1

0

（％ ） 血圧 値別

181 口 女性
174

150

亅

029 026 26

1
呷100

鬮 男性

145

100 −109 　　　　110 〜119 　　　　120 〜149

　 　 　 　 o．6B

…

一⊥L 、

　 　 　 　 150 〜
　 　 　 　 　 　 （mmHg ）

図 2　年齢，体重，収縮期血圧 値別 VVR 発 生率

務標準 に お け る VVR の 程度別
1）で は疑い 71．2％， 1

度 26．8％ と気分不良 ， 顔面蒼 白， あ く び ， 冷汗 ， 悪

心 ・嘔吐等 の 症状 に軽 度 の 血 圧 低 ドと徐脈 が 見 られ る

軽症 が 98％ を占め，5 秒以 ヒの 意識喪失 ， 痙攣 ， 尿失

禁な ど に 至 る II度，　 III度 の 発生例 は 2％ に 過 ぎなか っ

た。

　献血 回数別 の VVR 発 生率を 見 る と，血 漿献 血 ，血

小板献血 共に初回 者に高率で ， VVR の 半数以 上 を 占

め ，同数 を重 ね る と発生率 は 低 ドし て い く傾 向 を示 し

た （図 1）．

　男女別 に 年齢，体重 お よ び 収縮期血圧値 と VVR 発

生率 に つ い て検討し た．い ずれ の 項 目に お い て も男女

共同様 の 傾 向 を 示 し た が ， 年齢別 で は若 年層 に 高率で，

体重別 で も低体重者ほ ど発生率が高 く，年齢，体重 が

146

増え る に 従 っ て 低 率と な る傾 向を示 した．収縮期血圧

値別 で も ほ ぼ 同様 の 傾 向 は見 ら れた が ，15｛〕mmHg

以 上 で や や 低率で は あ る も の の 150mmHg 未満 で は

発生率に ほ とん ど差は 見られ な か っ た （図 2）。

　 3．1．2　 クエ ン 酸反応

　2 年間 の 調査期間に お け る ク エ ン 酸反応は，血漿献

血 に は 見 ら れ なか っ た が
， 血小板献血 で は 41，209例

中 71例 （0．17％） に 認 め られた．男女別 で は女性 が

0，40％ （54／13，614），男性 が 0．06％ （17／27，595＞ と
，

や は り女性に高率で あ っ た が，年齢別σ）差は特に 見 ら

れ ず ， 体重別で は低体重 ほ ど発生率が高 い 傾向 に あ っ

た （図 3）．症状 は ご く軽度 の もの は と り あげ て い な

い が，冂 唇 や 手 足 の し び れ が 96％ に 見 られ ， そ の 他

に は 悪心，気分不良，顔や手 足 の 強 ば り感 ， 寒気な ど
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181 ± 27．9

1265 ＋ 262、4
243上80　7
15｛ヒ：89．8

89 ．8− ”
3．〔｝

492 　
・36 ．5

15．5　〔L88
45．4±2．55
92 ．4± 3，81
31 、5 十 116

34．〔）1」｝．69
6327±1486
2188 − 〔28 　4

23　
一一1．66

　 NS 　　　 7 ．28± ｛L33 　 ゴ 39　Ul ．D 　　　NS

　 NS 　　　3 ．8・1＋ 〔）．16　 3．94」 eL　23　 1丿くIL｛15

　 NS 　　　　189 ト31．5　　 】83± 41，．9　　　NS

　 NS 　 　 　 l356±2J7．Lt　 138：3±
冖
4．7　 　 NS

　 NS 　　 256 ．8 ＋ 9｛〕．1　　 262．」 〔）8．O　　 NS

　 NS 　　　　 226 −L1 〔｝6　　　216＝ 81．2　　　 NS

p．
’0．Of）1　　　22．（）＝ 1［i．5　　35．｛，　H　31．it　　 1丿く 0．（15

　 Ng，　　 　 　 126± 248 　 　 43113
一

l　 　 　 NS

ρ 丶｛｝｛［1　　 13．2 ± 【L72 　　13．51 ｛し8工　　ρ
・
　O．1〕5

1）　【｝．｛U　　　　38　4 ＋ 2．1　　　39 ，6± 2．61　　　P　〔O．ll5

P　O．〔15　　9〔）．3⊥3．87　 91．9± 4．〔12　　　NS

　 NS 　　 　 31．｛〕± 1．50　 31．712 ．16　 　　 NS

　 NS 　　　 31．3 ± e．60　 34．11 〔〕t8　　　NS

p　O．o〔｝1　 531Pl315 　 5595 二 1：冫9．，　　 NS

p　D．OOI　　1731⊥ 374．8　1828 ＝ 537 ．l　　 NS

　 NS 　 　 　 25．1＝ 457 　 24、7．− 178 　　 　 NS

の ［J“　／．カ あ っ た が ， 痙攣や 由1圧 低下 ， 意識喪失な どの

ト顧 ：ノ な 例 は な か っ た．71例 中 26 例 に カ ル チ コ ール

（1e％ グル コ ン 酸 カ ル シ ウ ム ，5mD 　を 1〜2 ア ン プ ル

投
IJ

し た が 1分不良や し び れ， こ わ ば リ感な ど の 症状

は 1直 ら に
．
堅減 した．

　3．2　頻回成分献血 の 献血者に 及 ぼ す影響

　対象f列は 頻「r匸1群，コ ン トロ ー一ル 群 と もに ワ
「
性 45例，

女
’ii　、8イy

’
rJ’こ／t

，　｛料1論1よ歩t！［口1＃羊　
−
C・｝ま与1シ性 37．L± 11．〔〕7峩，

女 性 36．8＋ 11．8歳 で
，

コ ン ト ロ
ー

ル 群 で は 男 性

37．0± 11．0 歳，女性 36．7＋ 11．6歳 と両 群間 に ほ と ん

ど差がな か っ た．頻回群献 ぽ旺者の 過去の成分献l！【L回 数

は，男性 で は．’1！二均 84 ．9± 52．8 回 （17〜2n 国），女性

で は 49．4L41 ．〔｝回 （ll〜194回） で
，

100　［LTI以 ヒの 経

験 昌も男性 18人 ， 女性 4 人 と 男恒 に お け る回数 が か

な り多か っ た．1年 7 ヵ 月間 の 檎 r損 ll間中 に は 男性 平

均 18．6回 （6〜37 回），女性 14．7 回 （9〜35 回 〉 の 成

目 本 ア ブ ．・レ シ ス 学 ゑ絶 誌 　17 零 2 号 〔19　 ｝8｝ ア47
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図 4　有意 差の あ っ た検 査項 目の 頻回群 と コ ン トロ ー
ル 群 に お け る測定値 の 比較 （男性）

　頻同群 と コ ン トロ
ー

ル 群 の各検査項目の 平均値 と両

群問 の 統計学的検定結果 を表 2 に示 した．血清 フ ェ リ

チ ン 値，ヘ モ グ ロ ビ ン 量，ヘ マ トク リ ッ ト値 に 男性 で

は 0，ユ％ あ る い は 1％以 下 の ，女性 で は 5％以
一
ドの 有

意差を 認 め た．女 性で は ア ル ブ ミ ン に ， 男性 で は

MCV に 5％以 下 の 有意差が あ り，更 に 男性 の 白血球

数 ， リン パ 球数 に も 〔〕．1％以下 の 有意差 を認 め た．有

意差 の 認 め られ た検査項 目 に つ い て そ の 測定値 の 分布

を 図 4，5 に 示 した ．

4．考 察

　4．1 採血時の 副作 用

　4．L1 血管迷走神経反応 （VVR ）

　VVR は献血 に 伴う副作用 と し て最 も頻度 が 高 い が ，

そ の 判定 に つ い て は共通 の 基準 は設 け ら れ て は い る も

の の ，症状な い し所見の 取 り方 に差 があ る よ うで ある．

全国の 血液セ ン タ
ー

に お け る VVR 発生率に は か な り

ば らつ き が あ る こ とは第 18回 日本血液事業学会 で も

討論 され た と こ ろ で あ る
2）．北海道赤十字血液 セ ン タ

ー
で は ， 気分不良や 顔面蒼 白等の 症状が あ り，数分以

148

内 に 回復 し た よ う な軽症例 で もで き る だ け脈拍 ， 血圧

の 測定 に よ り VVR の 判定 を客観的な 所 見 に よ り行 い ，
VVR の 「疑 い 」の 範囲 に 入 る も の も す べ て と りあげ

て き ち ん と対応 す る よ う に して い る．

　献血 の経験 の 有無 は VVR の 発生率 に最 も影 響 を 与

え初回者 に か な り高率で あ る こ と，性別 で は女性に，

年齢別 で は若年者ほ ど高率 で あ る の は ほ とん どの 報告

で
一一

致 して い る 3−5）．体重別 で も低体重者 に 多 い の は

VVR 発 生 に循環血液量 の 低下 も誘因 と な り得 る こ と

が 考え られ る．献血回数が 増 えるに従 っ て，ま た 年齢

お よ び体重 が 大 き くな る に 従 っ て VVR の 発生率が 段

階的に 低下 す る傾 向 を 示 し て い る の は ，
こ れ ら が

VVR 発生 に 関与 し て い る た め と言 え る．一
方収縮期

血圧値 は ， 成分献血 に お け る VVR 発生率 と は特 に相

関が あ る とは言え ず，成分献血 で は採血速度 はポ ン プ

に よ り
一

定 に コ ン トロ ー
ル さ れ て お り， また 女性 で は

血小板採血機種 の 大部分 は 両腕法 の た め 急激な 脱血 に

よる影響が な い ため と思 わ れ る．

　4．1．2　ク エ ン酸反応

　血小板採取機種 の 改良や抗凝固剤の 注入速度 が コ ン

トロ
ー

ル され る機種 の 開発な ど に よ り， ク エ ン 酸反応
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図 5　有意差 の あ っ た検 査項 目の 頻 回群 と コ ン トロ ール 群 に お

　　 ける測定値の 比較 （女性〉

は比較 的軽度 に 留 まる 場合 が 多 くな っ た と思われ る．

し か し
， 高 単位 の 血 小板採取 を 目指 す ほ ど処理 由腋 量

が 増加 し，打L凝 固剤 の 使用 ≒｛も⊥曽え る こ とか ら，⊥七較

的 は っ き り した 症状 を訴 え る者も増え て きた よ うで あ

る．体市 が 少 な い 者ほ ど症状 の 発牛率は高 い 傾 向 ｝こ あ

る との 報告 も あ り
6・T．F 今回 の わ れ わ れ の 検討 で も同様

の 傾 向を示 した．症状 の 発現 に はか な り個人差 が あ り，

多 くは 軽度 の Ll唇 や手足 の しびれ に 止 まるが ，急 に 気

分不 良，悪心，嘔吐 へ と進む場 合も あ る．注意深 く観

察 し て 採 thl速度 の 低 ドや ！
卜乳 ， カ ル シ ウム 剤の投与な

ど 早め に 対応 す る こ とが 大切 で あ る．

　4．2 頻回成分献血 の献血者 に 及ぼす影響

　頻 回 成分献 lli嗜 の 検査 デ
ー

タ に 及 ぼ す影響 に つ い て ，

対 象例 の 1年 7 ヵ 月間 に お ける頻「司群 と コ ン トロ ール

1洋 と の 比較検討結果 の 詳細 は 1996 年度 の 口赤特定研

究瑚．報告書 に 報   し た
H 〕．

　成分献i！lLが 導入 され た 1986年か ら の 成分 献jllLに 関

す る LI赤特定研究班 に お い て ， 体 1巨別に ：IOO〜600　nli

の 採血漿 を 2週 間間隔 で 1年間 に 24 回 実施 し て も，

血球計 数検査 ， 生化学検．査 に ほ とん ど変化 を認 め ず ，

γグ ロ ブ リ ン，［gG ，　 IgM ，フ ィ ブ リ ノ ー．ゲ ン で 初期

に わず か に 低
．
ドす る傾 向を示 した が 9〜1〔1回 目以降 は

・
定 の レ ベ ル に 推移 し た た め 問題 は な い と され だ

／）．

　成分献ltlL開始後 1〔1年を 経 過 し た 今回 の 検討 で は ，

頻 回献 「紅者 の
．
献 「白1回数 は 既 述 の ご と く か な り 多数 回 に

な っ て お り，中に は開始 当時か ら 継続 し て い る 者も い

る．今回 の 検討で検査f直に有意羌を 認 め た項 目は l！1L清

フ ェ リチ ン 値 と 前［球 計数検査 に お ける 項 目 に 片寄 っ て

お り ， 血清総蛋 白や 免疫 グ ロ ブ リ ン に は 有意差 を 認 め

なか っ た．しか し，年齢別 に 頻 回献 m1者群 と コ ン トロ

ール 群 の 比較 を 1 年 7 カ 月間追跡 し た 糸占果 で は
H ），成

分献血 の 回数が 平均 10〔｝回 を越 え て い る リ｝
’1！1．5〔｝歳以

上 の 群で 最も コ ン トロ ール 群 との 差が 人 き く ， 今回イ1
．

意差 の 認 め ら れ た 項 目以 外 に 総蛋 白，ア ル ブ ミ ン ，

IgM に つ い て も他 の 群 に 比 べ て 低 ド傾 向が 大 きか っ

た が ，標準値 を下 回 る こ と は な か っ た ．r！iL漿献 ：lltを 2

な い し 3 週 間間隔 で 長期間行 っ て も総蛋 白，ア ル ブ ミ

ン，免疫グロ ブ リ ン は 正常域 を維持し た と の 報告が あ

る
10・冂 〕一一方，

− 1司に 585〜88〔lml の 採【fτ／漿を 週 2 回継

続 し た 場 合， 血清総 蛋 白 や 免疫 グ ロ ブ リ ン に 採血漿 の

同 数 に 応 じ て 正常値の 下限 を ［
・’
回 っ た例 の 割 合が 多か

っ た と 言う報 告
12 ）が あ る．わ が 国 の 採 げ1正基 準 に よ る

血漿採取 扇：で は今 の と こ ろ 血清蛋 白系 に 異常 は 来 し て

い な い よ う で あ る が ，今後 も注意深 い 観察 が 必 要 で あ

る．

　血清 フ ェ リチ ン 仙 に つ い て は ， 頻 回 群 で 低値 を示 し ，

コ ン トロ ール 群 と の問に 男 女 と も有恵差 を認 め
，

こ れ

に関連 した ヘ モ グ ロ ビ ン til：， ヘ マ トク リ ッ ト値及び男

性 で は MCV に も有 意差 を認 め た．成 分 WtltLLで は 赤

血 球 は 採取 し な い に もか か わ ら ず ，こ れ ら の 値 が 低
．
ド

す る の は，成分献血終了後 に 採血回路内に 残る ［11L液と

毎回検査用 と し て約 20ml が採血 され る こ とに よ る と

考え ら れ る．残血 量 は機種 に よ 一
） て 異な り，CS −3〔｝｛）〔1，

ス ペ ク ト ラ で は 10m1 前後だが
，
　 MCS や NIULTI で

は 20〜10ml と な り，　 Il巳漿献 ［1［Lで も UL −PCS で フ ィ

ル タ
ー一

や チ ュ
ーブ 内 の 血液 を返 ［自Lし な け れ ば ：如〜如

ml が残る．血漿献血 を年 241凵 1行 う と，検査 川 の 採lf1［

量 だ け で 年間 50〔）ml 以 上 に な る．従 っ て 頻 回椥 11堵

で は成分献血 と い え ど も赤血球 をか な り採取 され て い

る こ と に な る．
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　白血球数，リン パ 球数 に つ い て は特に男性で頻回群

に有意 な低下が 見られ た．採取 さ れ る血小板製剤中の

白r虹球数は輸血副作用 を軽減 するため機種の 改良に よ

っ て か な り少 な くな っ て き て い る が 13 ）
， 献血 者に 返血

されず に 回路 内に残留す る こ れ ら血球成分 が か な り多

い こ と が 報告 さ れ て お り
14・］5〕

， 頻回 の 成分献 血で の 低

下 に つ なが っ て い る と考え ら れ る．頻回成分献血者 の

リ ン パ 球 サ ブ セ ッ トの 解析で は ， 今の と こ ろ標準値 内

に あ り， 直ち に 献血者 の 健康 に 悪影響を及 ぼ す とは考

え に くい が
1“），今後長期 に わ た る 観察 が 必要 で あ る．

5， お わ り に

　成分献 「虹が献血者 に 与え る影響 と して ，採血時 に 起

こ る副作用 と頻回成分 1獣血者の検査 デー
タ に つ い て 検

討し た．成分献血 の 副作用 の 主要な もの は VVR と ク

エ ン 酸反応 で あるが，い ずれ も女性 ， 低体重者 に 発生

率が高 い こ と か ら献血者 に 適 した 機種 の 選定 と採血 中

の 献亅ilL者に対す る気配 りが 重要 で あ る．と くに VVR

は成分献 血の 初 回者 に 高率で あ る こ とか ら，不安 を与

えな い ように事前の説明な どの配慮が 必要で ある。

　頻回成分献血者 と コ ン トロ ール 群 との 検 査 デー
タ の

比較 に お い て 有意差 の あ っ た 項日は ， 血清 フ ェ リチ ン

値 ，
ヘ モ グ ロ ビ ン 量，ヘ マ トク リ ッ ト値と ， 男性で は

さ ら に MCV ， 白」flL球数，リ ン パ 球数 で あ っ た．成分

献血 が 導 入 さ れ て 11年 が 経過 し，最初 か ら継続 し て

行 っ て い る献血者で は成分献血 が 200回 を越 え て い る

例 も増 え て き て い る．今の と こ ろ個 々 の 検査値 は 標準

値内 に あ り，日常生活 に も何 ら影響は な い と 見 られる

が ，今後 も追跡調査 を継続して い くべ き で あ る．また

成分採血装置 の 改良や操作 の 工 夫 に よ り， 装置内に 残

る 血球成 分 を更 に 減少 させ る 努力 を しな けれ ば な ら な

い と考 え る．

　本稿の 主 旨は第 17同 凵本 ア フ ェ レ シ ス 学術大会に て 発表 し

た．
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